






















































































　アンケート回答者 500 名の属性を表 1 に示す．総務省
による平成 29 年度就業構造基本調査（総務省 2018）に
よると，農業者の性別比は男性 62%・女性 38% であり，
年代は 20 代 4%・30 代 8%・40 代 10%・50 代 12%・60
代 31%・70 代 24%・80 代 10%，最終学歴は中学 23%・






水産省 2019）によると，専業農家 32.6%・第 1 種兼業









































おける IT の活用度について尋ねた．IT 活用度に関する
質問項目は既存のアンケート調査研究を参考にした（南
45永井：各種環境保全型農業の取り組みに関する生産者の特性分析と類型化























万円未満 13%・1,000 万円以上 3,000 万円未満 7%・3,000









表 1．アンケート回答者 500 名の属性（数字はすべて %）
年代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～
2.2 13.6 22.8 26.4 25.8 9.2 
性別 男性 女性
88.8 11.2 
居住地域 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国・四国 九州
4.4 13.6 16.6 23.2 14.4 15.8 12.0 














51.6 13.8 29.6 5.0 
販売金額の最も大きい栽培作物 米 麦・豆類 野菜 果物 その他：











58.0 27.0 10.4 3.2 1.4 
図 1. 環境保全型農業の実施割合（複数回答可）
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が多かった（表 5）．因子分析により 2 因子が抽出され，



















度合い」とした．なお，表２～ 4 まで，累積寄与率が 0.25
～ 0.46 と低いが，いずれも MAP 法と BIC が提案する
最大の因子数となっている．
　農作業における IT 活用度に関しては，約 2 割が何ら
かの情報機器を活用しており，そのうち気温や雨量等の
気象センサーを活用していると回答した生産者が多かっ
た（表 5）．PC による農業経営管理においては，約 6 割
が何らかの経営管理に PC を用いており，中でも財務管
























38.0 -0.69 0.05 
油や食べかすなどを排水口
から流さない 31.4 -0.61 -0.01 
日常生活においてできるだ
けごみを減らすようにする 42.0 -0.59 0.09 
日常生活において節水に努
める 39.4 -0.57 0.11 
日常生活において節電等の


















11.6 -0.37 0.46 
因子寄与 -3.59 1.45 
寄与率 -0.33 0.13 
因子間相関 第 1 因子 -








第 1 因子 
環境保全型農
業への期待度
富栄養化の防止 10.2 0.79 
豊かな生き物 24.8 0.76 
仕事に対する満足感 29.6 0.70 
地域社会への貢献 21.0 0.70 
地球温暖化防止 26.0 0.63 
その他 10.8 -0.60- 
自身の健康 35.6 0.47 
持続的な農業 60.6 0.40 
食品の安全性の向上 56.0 0.27 










第 1 因子 
環境保全型農
業への負担感
その他 11.0 -0.71- 
作業負担が大きい 62.2 0.53 
余分なコストがかかる 55.8 0.53 
販売価格があまり上がらない 46.6 0.49 
環境保全の効果が見えにくい 31.6 0.31 
どんな取り組みをすべきかわ





















































　年齢など 6 種類の属性（表 1；居住地域の情報は使用
せず），因子分析によって得られた 11 種類の因子スコア
（表 2 ～ 6）の合計 17 変数を用いてクラスター分析を行
い，500 名の回答者を 5 類型に分類した（表 7）．クラス
ター 1 はあまり特徴がなく平均的な特性をもっているた

























い 43.0 1.00 0.00 
経営：生産履歴の管理 30.6 -0.95 0.07 
経営：農薬や肥料等の資材
管理 31.0 -0.88 -0.04 
経営：財務管理 40.4 -0.85 0.06 
経営：環境や気象・生産物
管理 10.2 -0.70 -0.15 
経営：従業員の情報共有や
人材育成 -4.8 -0.62 -0.28 
経営：その他 -1.6 -0.38 0.23 
圃場：あてはまるものはな
い 81.2 0.00 1.00 
圃場：ネットワークカメラ -3.2 0.11 -0.93 
圃場：気温や雨量等の気象
センサー 10.2 0.01 -0.94 
圃場：土壌水分計などの環
境センサー -8.2 -0.03 -0.90 
圃場：作物の健康状態を測
定する作物センサー -5.8 -0.23 -0.76 
圃場：その他 -0.6 0.01 -0.62 
因子寄与 4.48 4.69 
寄与率 0.41 0.43 
因子間相関 第 1 因子 -












































第 1 因子 
ネットよりも 
身近な人
第 2 因子 
書籍
第 3 因子 
ネットの 
クチコミ
第 4 因子 
テレビや新聞
第 5 因子 
セミナーや 
講演会
環境：ホームページ（ブログを含む個人サイト） 16.8 -0.93 -0.12 0.03 -0.13 -0.12 
農業：ホームページ（ブログを含む個人サイト） 24.8 -0.87 -0.07 -0.07 -0.06 0.09 
農業：農協や農業普及員など 59.6 0.36 -0.21 0.22 0.04 -0.16 
農業：雑誌や書籍など 25.2 -0.01 0.92 -0.04 -0.06 -0.09 
環境：雑誌や書籍など 20.4 0.24 0.81 0.11 0.04 0.01 
農業：職場・友人・家族など身近な人 40.6 0.16 -0.26 0.25 0.00 -0.12 
農業：ホームページ（国や地方公共団体，大学，
研究期間機関等によるもの） 27.2 -0.02 -0.04 -1.00 0.00 -0.14 
環境：ホームページ（国や地方公共団体，大学，
研究期間機関等によるもの） 29.6 0.01 0.00 -0.78 -0.05 0.15 
農業：フェイスブックやツイッターなどの SNS 3.0 -0.20 -0.10 0.39 -0.01 -0.37 
農業：その他 1.8 0.12 -0.21 0.24 0.23 0.08 
環境：テレビや新聞 54.6 0.41 -0.22 -0.11 0.77 -0.18 
農業：テレビや新聞 18.4 0.06 0.08 0.27 0.76 0.00 
環境：職場・友人・家族など身近な人 30.6 0.57 -0.28 0.19 -0.63 -0.18 
環境：WEB のニュース 29.2 -0.27 -0.04 0.09 0.30 -0.20 
環境：セミナーや講演会など 10.8 -0.04 -0.07 0.10 -0.05 0.87 
農業：セミナーや講演会など 12.8 0.09 -0.08 0.03 0.04 0.73 
環境：フェイスブックやツイッターなどの SNS 4.8 -0.33 -0.18 0.29 0.07 -0.43 
環境：その他 1.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
因子寄与 2.57 1.86 2.16 1.74 1.83 
寄与率 0.14 0.10 0.12 0.10 0.10 
因子間相関 第 1 因子 -
第 2 因子 -0.07 -
第 3 因子 0.14 -0.11 -
第 4 因子 0.13 0.10 -0.07 -



























る 23 研究の 31 分析事例をレビューした結果が報告され
ており，少なくとも一つの分析で要因と判定されたもの
は 167 変数にわたるものの，普遍的に適用できる要因は





クラスター 1 2 3 4 5
特徴 【平均型】 【高齢零細型】 【環境意識高い型】【環境に興味なし型】【スマート農業型】
人数 98 106 68 129 99
属性
60 代以上割合 40.8 52.8 42.6 20.2 24.2 
男性割合 91.8 92.5 92.6 80.6 89.9 
大卒割合 42.9 43.4 42.6 24.8 39.4 
専業農家割合 45.9 34.0 39.7 61.2 71.7 
コメ農家割合 40.8 60.4 36.8 24.0 25.3 
小規模（~300 万円）割合 68.4 82.1 51.5 56.6 28.3 
因子分析による特性
環境保全型農業への期待度 0.15 0.15 1.04 -0.49 -0.01 
環境保全型農業への負担感 0.08 0.06 0.32 -0.33 -0.01 
日常生活で環境配慮しない度合 -0.14 -0.27 -1.51 0.70 0.36 
社会環境に配慮する度合 0.12 0.06 1.27 -0.24 -0.04 
経営に IT を活用しない度合 -0.29 0.09 -0.79 0.34 -1.01 
農作業に IT を活用しない度合 -0.09 0.01 -0.80 0.14 -1.61 
情報源：ネットよりも身近な人 -1.08 0.27 0.08 0.09 -0.43 
情報源：書籍 0.18 0.20 0.49 -0.08 0.19 
情報源：ネットのクチコミ -0.83 0.05 -0.39 0.15 -0.46 
情報源：テレビや新聞 -0.07 0.43 0.16 -0.10 -0.05 
情報源：セミナーや講演会 0.26 -0.13 0.24 -0.02 0.26 
環境保全型農業への取り組み割合
有機栽培 17.3 7.5 23.5 12.4 21.2 
特別栽培 16.3 16.0 29.4 4.7 25.3 
エコファーマー 9.2 8.5 10.3 3.9 17.2 
堆肥の施用 27.6 23.6 47.1 17.1 27.3 
生物多様性を守る取組 2.0 2.8 4.4 0.8 7.1 
地球温暖化対策 2.0 1.9 14.7 0.8 10.1 
その他 5.1 0.0 1.5 1.6 1.0 
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Analysis of farmer's characteristics and segmentation regarding the various 
environmentally friendly agriculture
NAGAI Takashi
 (Received: July 30, 2020/ Accepted: Nov. 20, 2020)
Summary
　It is important to focus the potential users of research outcome regarding environmentally friendly agriculture, including 
global warming countermeasures and biodiversity conservation, by categorizing farmers using their characteristics. In this study, 
a questionnaire survey of farmers was conducted about their efforts in environmentally friendly agriculture and the related 
characteristics. Farmers were then categorized into five clusters using factor analysis and cluster analysis. The percentage of 
environmentally friendly farming was higher in the clusters of farmers who are highly aware of the environment in their daily 
lives, and in the clusters of large-scale farmers who use information technology to a high degree. These results indicate that the 
categorization is effective in focusing the potential users.
Key words: marketing research, segmentation, questionnaire survey, global warming countermeasures, biodiversity 
conservation
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